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１．はじめに 
























の GH-80（古野電気㈱）を採用した。表 1 に STD-402 の仕







表 1 STD-402 の仕様 
 
電波形式 2 値 FSK 
使用周波数範囲 429.2500～429.7375MHz（40ch） 
変調速度 最大 4,800bps 
送信出力 9mW±1mW 
基準感度 -117dBm 以上 
 
PIC マイコンには USART と A/D の機能を持つ PIC16F876
を用いた。GPS 受信機により測位された位置情報はシリア
ルインタフェースで PIC マイコンに取り込まれる。また、
















表 2 データフォーマット 
 
バイト 占有数 データ内容 
1 1 ヘッダ ＋ ID 
2 1 測位モード ＋ 衛星数 
3 1 バッテリ電圧 
4-7 4 緯度 
8-11 4 経度 
12 1 チェックサム 
13 1 フッタ 
 
 受信端末は、特定小電力無線機の受信機と H8 マイコン
により構成した。特定小電力無線機の受信機には高利得ア
ンテナの接続が可能な STD-402R を採用した。H8 マイコン











写真 1 開発した GPS ブイの基板（左）と受信端末（右） 
 
写真 2 GPS ブイ 
３．実験 
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で表現することができる。伝搬損失 LOは、送信アンテナ高






















10log2010        (3) 
となり、受信電力 PR は hT、hR、d のみで表現することがで
きる。図 1 に実験の結果を示す。また、理論値は送信アン












の到達距離の目安は約 1,800m であることを確認した。 
４．おわりに 
洋上実験後の第 38 祥成丸の船長との談話では、GPS ブイ
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